
































Ra （2015） and Ra （2016） discussed some aspects of the “backward transfer” phenomenon. This paper did a further discussion on this topic 
by surveying the outcome of an interview, which surveys foreigner language learners’ evaluation and perception on “backward transfer”.
The analysis part focuses on language attitude and awareness. In addition, Xun Lu and Leo Esaki’s views of language are also surveyed in 
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外国語学習者の「逆向転移」に対する評価と認識
――インタビュー調査の結果を踏まえて
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(a)  whether she thought it was acceptable to 
Finns living in Finland
（ フィンランドに住む母語話者にも通用すると彼女は
思うか）
(b)  whether it sounded okay to her despite 
what Finns in Finland might think
（ フィンランドに住む母語話者に通用するかどうかは
別として、彼女自身は問題ないと思うか）
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性別 未習得 初級～中級 上級
男 2 2 1
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1 初出はCook（1999）より。村端・村端（2016：2）では「複合的言
語能力」と訳す。本来L1とL2を一つの体系にまとめる包括的な考え方
であるが、母語から目標言語への影響に関しては、すでに「母語干渉」
という第二言語習得（SLA）の研究分野が確立されているため、結果と
して「マルチコンピテンス／複合的言語能力」の研究領域は本稿の扱う
「逆向転移」のテーマに近いものになっている。
2 訳は筆者による。以下同様。
3 尹（2016）は「逆転移」と呼んでいる。
4 年齢は調査当時のものである。
5 語順は「あなたS　仕事O　あるかV」になっており、中国語のSVO構
造から逸脱している。
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